
 

 

 

 

株式会社ポンデテックの株式取得 

～当社グループ初となる使用済パソコンの再生・販売事業を開始～ 

 

２０２２年 6月 6日 

関西電力株式会社 

 

当社は、この度、株式会社ポンデテック（以下、ポンデテック）の発行済

株式の全数を取得しました。 

  

ポンデテックは、２０１９年に設立されたベンチャー企業で、使用済パソ

コンの再生・販売事業を行っています。具体的には、企業の使用済パソコン

を買取り、部品交換や清掃等の再生処理を経て、主に自社ＥＣサイトで販売し

ます。 

同社事業の特徴は、障がい者特例子会社にビジネスパートナーとして事業

モデルに参画いただき、パソコンの再生処理を行っていることです。また、

ポンデテックから障がい者特例子会社に再生業務にかかる技術伝承も行って

います。これらを通じて、電子ゴミ削減のほか、障がい者の方々も働きがい

のある社会の実現に貢献します。 

今後３年間は、既存事業を成長させ事業基盤を確立します。それと並行し

て、パソコン以外の商材の取扱いを開始し、事業規模の拡大を図ります。 

 

当社グループが、使用済パソコンの再生・販売事業を行うことは初めてで

す。ポンデテックの株式取得により、情報通信、生活・ビジネスソリューショ

ン領域の周辺に、その重なり合うところでの事業拡大を図ります。 
  

以 上 

 

添付資料：株式会社ポンデテックの株式取得および同社の概要 
 



２０２２年６月６日

関西電力株式会社

添付資料

株式会社ポンデテックの株式取得および同社の概要
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株式会社ポンデテックの株式の全株取得について

 ポンデテックの事業成長性を勘案し、2022年4月21日付で株式会社ポンデテックの株式の全株を取得。

 当社グループは、ポンデテックの株式取得により、情報通信、生活・ビジネスソリューション領域の周辺、その
重なり合う領域の事業を拡大。

＜関係図＞
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SSI投資モデル
により運営

新規事業案

人材派遣等
＜SSI(Structured Spin in)投資モデルとは＞

・大企業における新規事業創出や経営人
材育成を目的とした投資モデル。

・K4VとGCPJ2号ファンド、ポンデテックの3
者間契約に基づき、ポンデテックを当社専
用のSSIベンチャー企業 として運営。

・その後、当該企業に当社社員が出向し、
K4Vでの業務経験を活かし、新規事業開
発に取り組む。

・K4V（当社グループ）は株式買取の優
先交渉権を有し、新規事業が軌道に乗っ
たタイミングで株式の買取交渉。

※Global Catalyst Partners Japanが組成したファンド
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 ポンデテックはフランス語で「技術の架け橋」という意味。企業のアセットと社会を繋ぐ“技術の架け橋”を担い、
社会課題の解決を目指す。

 主に使用済パソコンの買取り・再生・販売事業を行う。障がい者特例子会社にビジネスパートナーとして事
業モデルに参画いただき、パソコンの再生に係る部品交換や清掃等を行う点が本事業の特徴。

 これにより、障がい者の雇用の選択肢を広げ、社会課題の解決に寄与する。

株式会社ポンデテックについて

項目 概要

社名 株式会社ポンデテック

所在地 大阪市北区中之島3丁目6-16 関電ビル内

代表者 代表取締役 岩田 貴文（いわた たかふみ）

資本金等 1億10万円（資本剰余金含む）

株主構成 関西電力株式会社100％

事業内容 使用済パソコン等の情報通信機器の再生、販売事業

自社ECサイト PC next

https://pcnext.shop/
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パソコンユーザー
法人・個人

①
仕
入

③
販
売

高品質な再生ﾊﾟｿｺﾝ
購入機会をご提供

パソコンユーザー
（大手法人）
リース会社等

障がい者特例
子会社等※

②
再
生

新規業務創出

再生役務

リユースによる
CO２削減

地球環境

ステークホルダーの
経営課題同時解決

廃棄ﾊﾟｿｺﾝ売却が
SDGsに貢献

①仕入 ：企業から使用済パソコン等を買取り

②再生 ：障がい者特例子会社と連携し部品交換・清掃等を実施

（障がい者の新規業務創出に寄与）

③販売 ：企業で使用していた高性能パソコンを提供

※当社の特例子会社である株式会社かんでんエルハートおよび、ヤマハ発動機株式会社の特例子会社である
ヤマハモーターMIRAI株式会社等に再生委託。今後、ビジネスパートナーとなる特例子会社を拡大予定

ポンデテックの事業概要について
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 今後３年間は既存事業を成長させ、事業基盤を確立する。並行して、パソコン以外の商材の取扱いを開
始し、事業規模の拡大を図る。

今後の事業成長について

【仕入】
• 特例子会社との連携を軸とした大手法

人からの仕入拡大
• リース・レンタル会社からの仕入強化

 既存事業を成長させるためにも、足元では以下のことに取り組む。

【販売】
• 自社EC、ふるさと納税での顧客獲得
• 安定的な法人顧客の獲得

（コールセンター事業者、FC店等）

事業規模の拡大既存事業の成長（事業基盤の確立）

2025年頃

PCの再生流通事業の成長

取扱商材拡大（スマホやタブレットなど）

＜成長イメージ＞

売
上


